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Many researchers recommended patient-centered nursing behaviors. l-lowever司 fewstudies examining 

patients' views on nursing behaviors have 1コeenconducted. This study explored patients‘perspectlves on 

desirable nursing behaviors. Fifty a仁lul1swho had been hospitalized completed an open-ended questionnaire 

that required them to describe in their own ¥vorc1s their positive experiences of nursing bebaviors. Vle 

analyzed verbatim records using the K-J method and classified them into 7 major categories comprising 

26 sub-categories， Using these categories‘we conducted a correspondence analysis. The results indicated 

lhat young men pre[erred safe and quality care， whereas women appreciated a communicative relationship 

between nurse and palient. ln addition、olderadults Cage 60 and over) valued care behaviors that alleviated 

lheir pain. I3ased 011 lhese results， the desired behavior differs dependil1g 011 lhe patient's age and sex. 

Further direction of research ¥vas also discussed 
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問題と自的

看護師の看護行動の受け手である患者はラ 看護師のど

のよ うな看護行動を望ましいと捉えているのであろうか。

厚生労働省や文部科学省は、 個人や家族の複雑なニー

ズに対応できるよう なカリキュラ ムを構築している。講

義，演習，臨地実習と系統立てて学習させ，看護実践能

力の高い看護師の育成を要請している。具体的には，看

護基礎教育を修了するまでに求められる到達目標を提示

し，指導を強化する内容として，コ ミュニケーション能

力や看護実践能力を明示 している(厚生労働省‘2011)。

このようなコ ミュニケーション能力や看護実践能力，卒

業時の到達目標の達成度に関する先行研究は見受けられ

る(水戸 ・小山 ・片平他ヲ2011)。

このよ うにして育成 した看護師の看護行動を患者はど

のように!惑じているのであろうか。

先行研究を概観すると?伊lえば?前川・操(1996) は，

中心静脈栄養法の消毒の場面で‘ 患者が良いと認識する

ケアについて調査している。患者 8人を対象に，半構造

化面接を行い， 7カテゴリー「処置の確実性・適切性JI患
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者の権利擁護JI応対JI日常会話JI情報提供JI先取り

したケアJi回復の保障」を報告している。また，平元・

白戸・佐野 (2015)は， ICUで看護ケアを体験した患者

4名の語りから， 6カテゴリー「患者役割としてケアを

受容Ji声かけと気配りから得た満足感Ji存在と継続

看護が与えた安心感Ji提供された看護技術への満足感j

iICU看護師の好印象Jr様々な苦痛を内在」が生成され

たと述べている。しかし， これらは中心静脈栄養の消毒

といった限定された看護場面や，患者が重症で看護必要

度の高い場面といった通常ではない場面を調査対象とし

ている。通常の一般病棟において，患者は看護問iのどの

ような看護行動を望ましいと捉えているのかについての

知見は少ない。そこで患者は看護問のどのような看護

行動を望ましいと捉えているのかを明らかにする必要が

ある。

本研究の目的は，患者は看護前iのどのような看護行動

を望ましいと捉えているのかを明らかにすることとした。

目的

一般病棟に入院した後に軽快退院した成人・高齢者が

捉えた看護師の望ましい看護行動を明らかにする。

方法

研究方法

期間 2016年7月"-'8月

対象 入院経験のある成人男女80名に機縁法により

協力を求め， 61名より回収した。う ち出産による入院と

回答した 9名と無効回答の 2名を除外し， 50名(男性21

名，女性29名，年齢25歳から82設，平均年齢53.4歳SD

土13.4)を有効回答とし，分析対象とした。

調査の手続き

データ収集 自由記述式質問紙調査票の質問の表現の

仕方(聴き方)を確定するために半構造化面接を 7名の

研究協力者に実施した。インタビューガイド・に基づき一

人あたり30分"'-'45分間実施し，ICレコーダーに録音した。

インタビューガイドは，以下の通りである。 (a)入院経

験の中で患者が良いと思った看護師の行動について， (b) 

研究協力者の年齢，入院経験は何年前か3 入院した診療

科名，についてである。ただし，出産入院や重症な入院

経験を持つものを除いた。

研究協力者への依頼と回収方法 上記の手続きによっ

て冊?定 した質問の表現の仕方(聴き方)を用いた自由記

述式質問紙調査票を‘研究へ協力することに同意した方

を対象に配布した。 さら に‘研究協力者の知り合いに研

究の協力をl呼びかけてもらう機縁法を用い，研究協力者

とした。 自世庄-斤ぽ;

自由記述式質問紙調査の質間項目 以下のとおりであ

る。 (3) r入院経験の中で『あの時の看護師は良かったJ

と思う看護自ifiを思い浮かべて，あなたにどのような声控卜

けをしてくれましたか，またはどのようなことをしてく

れましたか」である。(b) フェイスシート項目として，

年齢，性別，何年前の入院経験か，病気による入院か，

ケガによる入院か，出産による入院かの記入を求めた。

分類の手続き 質問紙調査で得られた回答を，カウ

ンセリングを学ぶ大学院生4名がK]法 ()II喜多， 1967) 

を援用して「望ましい看護Jを表している最小単位を l

項目として分類し， 4名の合意が得られたことをもって

カテゴリーを生成した。意見が分かれたときは，合意が

得られるまで話し合いをしてカテゴリーを決めた。

結果

研究協力者の属性

調査協力者から得られた有効回答人数は50名であった。

内訳は，男性21名，女性29名であった。年齢は， 25競か

ら39歳が8名， 40歳から59裁が30名， 60歳から82設が12

名であった。全員が病気による入院であり，病状が重症

ではなく軽快して退院した。内訳をTable1に示す。

Table 1 研究協力者の年齢・性別・病気の種別・転帰

男性 女性 病気 ケガ 出産 軽快退院

25歳から39歳 3 5 8 。 。 8 

40歳から59歳 14 16 30 。 。 30 

60歳から82歳 4 8 12 。 。 12 

合計 21 29 50 。 。 50 
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生成されたカテゴリーの性別見IJにみた項目数

50名から得られた患者が捉えた「看諮問iの望ましい看

護行動」についての総項目数はJJ 6件であり， 7つのカ

テゴリーが生成された。カテゴリーに記述された項目数

を男女別に見た。研究協力者は，男性は21名ヲ女性は29

名であったが記述された項目数は男性の方が多かった。

Table 2に示す。

生成されたカテゴリーと項目数

116何こから26のサプカテゴリ 7つのカテゴリーが

生成された。具体的に内容をみていくと‘ 7つのカテゴ

リーの内訳は i苦痛緩和を促す対応J38件 (:32.4%)， 

i親しみやすい振る舞いJ36件 (30.7%)，i〆¥として尊重J

]]件 (9.4%)， i闘病支援J9件 (7.7%)，i安全な医療」

9件 (7.7%入「日常生活の援助J9件 (7.7%)，iチ

ム連携J4件 (3.4%)であった。内容をTable3に示す。

本研究で新たに生成された概念は「人として尊重」であっ

た。

コレスポンヂンス分析

対象の属性と患者が捉えた看護師の望ましい看護行動

を表す 7つのカテゴリーの関連を見るために‘ コレスポ

ンデンス分析を行った。

年代男IJに分析 患者の年齢を20設から39競， '10歳から

59故， 60歳以上の 3グループに分け，それぞれの年代別

に7つの患者が捉えた看護師の望ましい看護行動との関

連を分析した。寄与率は85.6%であった。

20裁から39歳は， i親しみやすい振る舞いJi安全な医療」

「日常生活の援助」を望ましい看護と捉えていた。 40歳

から59歳は「人としての尊重Ji闘病支援Jiチーム連携J

を患者が捉えた看護師の望ましい看護行動と示していた。

60成以上は「苦痛緩和を促す対応Jを患者が捉えた看護

師の望ましい看護行動と認識していた。 Figure1に示す。

年代別にかつ性別別に分析 患者を年齢別に年齢を20

設から39按， 40設から59成ヲ 60成以上に分け， さらに男

女別に分けて，患者が捉えた看護師の望ましい看護行動

との関連を分析した。寄与率は66.5%であった。

20歳から59歳までの男性は i人として尊重Jr安全な
との関連を示し，これらを患者は看護師の望まし

い看護行動と捉えていることがうかがえた。

20歳から59設までの女性は i親しみやすい振る舞い」

「闘病支援Jiチーム連携Ji Iヨ常生活の支援」の看護師

とのコミュニケーションを示すカテゴリーとの関連が認

められ， これらを患者は「看護師の望ましい看護行動」

と捉えていることが見出された。

60歳以上は男性女性ともに「苦痛緩和を促す対応」と

いうカテゴリーとの関連が認められた。 Figure2に示す。

クラスター分析

次に，患者の年代とカテゴリーの関連について詳細に

検討するためにクラスター分析を行った。患者の年代と

カテゴリーについてコレスポンデンス分析の主成分得点

をクラスター分析 (Wal寸法)にかけた。クラスター間

の距離5を基準に分けた結果，三つのクラスターに分類

された。一つ自のクラスターには20歳から39競の特徴が

まとまり i親しみやすい振る舞いJi安全な医療Ji日

常生活の援助」の親しみやすさや身の回りの安全を示す

カテゴリーが集まった。二つ目のクラスターには40設か

ら59歳の特徴が集まり i人としての尊重Ji闘病支援J

「チーム連携」の尊重や心理的支援を示すカテゴリーが

集まった。三つ自のクラスターには60歳以上は「苦痛緩

和を促す対応」の苦痛緩和を促すカテゴリーとなった。

Table 2 各カテゴリーを男女別に見た項目

カテゴリー

Categories 男性 女性 言十

patients' views 

苦痛緩和を促す対応 22 16 38 

親しみやすい振る舞い 18 18 36 

人として尊重 7 4 11 

闘病支援 7 2 9 

安全な医療 4 υ F 9 
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Table 3 I患者が捉えた看護師の望ましい看護行動J

カテゴリ一

件数(%)

サプカテゴリー 項目数(%)

苦痛緩和を
促す対応
38 (32. 4) 

親しみやすい
振る舞い
36 (30. 7) 

て

j

し
重
い
一

と
尊
点

人

l

不安や痛みを和らげようとする対応a) 9 (7.6) 

気に.かけて声をかけられる心 8 (6.8) 

共感の声かけω 5 (4.3) 

前向き 4 (3.4) 

3 (2.6) 

3 (2.6) 

2 (1. 7) 

2 (1. 7) 

2 (1. 7) 

11 (9.4) 

¥ 0 (8.5) 

5 (4.3) 

4 (3.4) 

3 (2.6) 

3 (2.6) 

5 (4.3) 

5 (4.3) 

1 (0.8) 

る声かけ

、日寺のボディタッチ

励ましの声かけa)

話を聞きに来る心

気持ちを予測し

明るい声かけ川)

柔軟な対応a)b) 

笑顔で接する山

さりげない対応α山

頼みやすい雰囲気っくり a山

人として個人名で対応する

一人の人としての尊重

家族友人を尊重

闘病支援
9 (7.7) 

安全な医療
9 (7. 7) 

わかりやすい退院生活や薬の説明 a) 6 (5.1) 

十
U

U

ん

「

u
p

明

け

一

対

説

づ

一

た

の

識

一

し

気

音

ニ

応

間

病

の

…

対

予

や

へ

一

な

を

査

療

一

速

状

検

治

一

迅

病

2 (2.6) 

1 (0.8) 

6 (5.1) 

3 (2.6) 

日常生活の援助
9 (7.7) 

身のまわりの世話b) 9 (7.6) 

チーム連携
4 (3.4) 

職員の連携の良さb) 3 (2.6) 

いい雰囲気作り 1 (0.8) 

a)前J¥¥.操(1996) と同一の力テゴリー， b)平元・白戸・佐野

(2015) と問ーの力テゴリー，口は新しく生成された概念である。



33 il珪快退院 した成人 ・高齢者が捉えた望ましい看護行動に関する質的研究

3 

5 

つL
円

J

患者の年代と患者が捉えた「看護師の望ましい看護行動」のカテゴ リーとの関連Figure 1 

3 

20-39歳男
陸

円
ぺ
U

-4 

性別別にみた患者が捉えた看護師の望ましい看護行動のカテゴ リー との関連患者の年代Figure 2 

るICじに入院した場面であったが‘ 本研究では，それよ

りも軽症である一般病棟への入院経験者を調査した。患

者は病状が比較的経く， 日常生活の自立度が高い。その

ため患者が看護師と病状に関する会話をかわす他に，普

段の社会的な会話を通して，人としての尊厳の回復を感

じていたことから「人として尊重」というカテゴ リーが

新たに生成されたと考えられる。

年代別の特徴

20裁から39践では「親しみやすい振る舞いJi安全な

察考

患者が捉えた看護師の望ましい看護行動に関する新たな

本研究で新たに生成された概念は「人としての尊重J

であった。 本研究は，調査対象が患者50名と多数であっ

た。このことにより? 先行研究よ り多様なデータを得る

ことができた。 平元他 (2015)は中心静脈栄養法の消毒

場面を調査し?前川・ 操 (J996)は高度な医療を提供す

概念
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医療JI日常生活の援助Jの親密さや身の回りの快適さ

を示すカテゴリーがかたまりとなった。 40抜から59践で

は「人としての尊重JI闘病支援JIチーム連携」の尊重

や心理的支援を示すカテゴリーが集まった。 60歳以上は

「苦痛緩和を促す対応」が示された。それぞれの年代に

応じた発達課題と相応しく 特に40歳から59裁は成人期

で社会的な地位を確立している段階にあることから I人

として尊重」されることが新たなカテゴリーとして抽出

されたと考える。

年代別で性別別の特徴

加えて，本研究では年代や性別ごとに特徴を示せた。

具体的には， 20故ーから59読までの男性は。「人として尊重J

f安全な医療」を患者は看護師の望ましい看護行動と捉

えて， 20歳から刊誌までの女性は I親しみやすい掘る

舞いJI闘病支援JIチーム連携JI日常生活の支援Jの

看護師とのコミュニケーションを患者は看護師の望まし

い看護行動と提え， 60設以上は男性女性ともに「苦痛緩

和を促す対応Jを患者は看護師の望ましい看護行動と捉

えていた。これらは，看護学生や看護師が年齢や性別の

異なる患者へ対応する際に援助の方向性を示唆しており，

本研究の貴重な知見であると考える。

臨床でのi適用について

本研究であらたなカテゴリーとして「人として尊重j

が示された。「人として尊重」することは，看護理論や

テキストによく記載されていることであるが，患者が望

んでいることが明確になった。人として尊重する看護行

動を提供できるよう，今まで以上に努めていく必要がある。

さらに，看護師が20綾から59読までの男性には「人と

して尊重JI安全な医療Jを， 20設から59歳までの女性

には「親しみやすい振る舞いJI闘病支援JIチーム連携J

「日常生活の支援」を，60設以上には男性女性ともに「苦

痛緩和を促す対応」を今まで以上に配慮して看護行動を

取る必要性を示唆し，看護学生に指導する視点となり，

今後の看護教育に寄与すると考えられる。

本研究の限界と今後の研究の方向性

本研究の対象者は成人と高齢者であり小児が含まれて

いない。病気による入院経験が多く，ケガによる入院や

出産による入院を含んでいない。

さらに，研究協力者である患者が，各カテゴリーや項

目にどの程度の重みづけをしているのかを調査できてい

ない。

加えて，今回得られたカテゴリーや項目が，入院期間

や受け持ち看護師との接触頻度， 日常生活の自立度など

の要因と関連があるのかについて，検討できていない。

これらは本研究の限界であり，今後の課題である。

今回得られたカテゴリーを一般化できるよう，質問項

臼に起こし，質問紙調査を行い，量的に検討する必要性

がある。
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